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伊藤一雄(1)

本病に関する最初の文献は沢田(1950)159) によるもので， 氏は校枯病という病名のもとにその病原菌

を新種と認めて Physalospora laγiαina SAWADA と記載した。もっとも亀井(1961)82) によれば本病はこ

れより以前に北海道で見い出され，梢枯病(しょうがれびょう，さきがれびょう)とよばれていたという

ことであるが，公表された文献は全くない。

魚住(1960)川〉によって本病病原菌の柄子殻時代 MacroPho畑G が発見されたことから， 山本(和〉

(196 1) 183) は本菌を Gu忽.nardia に転属，その学名を Guig.悶ardia laricina (SAWADA) YAMAMOTO et K. 

ITO とした。

本病の病名は先命権に従えば沢田(1. c.) の枝枯病を用いるのが当然であるが， しかし沢田(1.c. )以

前すでに北海道で称びなれていた梢枯病はその病微を表現する適切な名称である。ところで梢枯病を「さ

きがれびょう j と訓ずることは現今ややむずかしいという見解のもとに，伊藤(1961)刊によヮて「先枯

病」とすることが提案され，現在この病名が広く用いられている。

すでに述べたように本病の最初の報交は 1950 年に発表され，樹病専門家の聞にはこれはカラマツに烈

しい病状をもたらすことは知られていたが，一般林業家の関心をひくに至ったのは 1960 年(昭35) 以降

のことである。本病に関する文献の年別発表数をしめせば第 1 表のとおりで，すなわち 1961 年(昭36)

から著しく急増，この状態は 1964 年(昭39) まで続き，薬剤l防除法その他の防除対策が見い出されたこ

とおよび気象条件等によって本病の被害肱大は阻止され，小康状態を保つtこいたった 1965 年(昭40) に

はやや減少している。

発表年 lW50
I (flf{25) 

文献数|

発表年 I (協〕

第 1 表 各年別先枯病文献発表数

1951 I 1952 I 1953 I 1954 I 1955 I 1956 I 1957 I 
(~~126) I (昭27) I (昭28) I (昭29) I (昭30) I(Ufl31) I (昭32) I 

- I - I 1 I 1I  - i 2 I 1 I 

1960 I 1961 1 1962 I 1963 I 1964 I 1965 I 
(昭刊 I (昭3~) I (昭3~) I (昭37) I (昭38) I (昭39) I (昭~o) I 計

文 献数 1..-4-r-~ 丁子了瓦1-5工戸-1-i-4~25 241 

発表文献を著者の所属機関別にみると第 2表のとおりで，それは大学関係，林野庁，営林局署，農林省

林業試験場，地方庁関係，民間団体ときわめて広範囲にわたり，本病がわが国林業界からいかに重大な関

心が寄せられたかは，これからでも容易にうかがうことができる。

(1) 保護部長・農学博土
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謀者トーlEiihv副首 jF瓦二一
数「三「下11 I .~--Tつ6 I 29 I っ一

本病に関する文献目録としては，すでに 1962 年(昭37) 5 月までの分を公表したことがある制。しか

しこれはその発表形態からして十分にゆきわたらないうらみがあるので，このたび改めて脱1捺していたも

のを追加収録し， 1965 年までの分をここにとりまとめた。なおこの文献 11 録は試験研究論文に限定する

ことなし本病について述べられたものは広く採録する方針のもとに編さんされた。

この文献目録を作成するにあたって，林業試験場保護部樹病科長千葉 修博士，同樹病研究室長高井省

三博士，同研究室員小林享夫氏，同陳野好之氏(現四国支場保護研究室長)， 同魚住 正氏，北海道支場

樹病研究室横田俊一博士，および東北支場保護第一研究室長佐藤邦彦氏ほか同研究室員一同のご協力をい

ただき，なお社団法人林業薬剤協会専務理由谷井俊男氏のご好意も賜わった。以上の方々のご援助によっ

てようやくこれを編さんすることができたもので，筆者は各位に対して心から謝意を表する。

1) 藍野祐久(1964). 最近話題になっているこ，三の病虫害の防除対策.林業技術 262, 15~17. 
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3) 赤井重恭(1965). 青森営林局管内の樹病調査における印象.ぞうりん 35, 1~4. 

4) 青木昭二・高島 正・竹内直文・大野時寛(1962). カラマツ先柏病被害林分の成長について.札

幌林友 99, 1~15. 

5) 有馬純敏(1962). カラマツ先枯病被害発生状況とその対策.林業と薬剤 2, 8~9. 

6) 千葉 修 (1963). カラマツ先枯病の薬剤防除について その現状と問題点.森林防疫ニュース

12 ( 5), 103~107. 

7) 千葉 修 (1964). カラマツ先枯病の防除ーとくに未発生地の対策.山林 962 , 29~34. 

8) 千葉 修(1964). カラマツ苗木の先枯病の防ぎ方.今月の農薬 8 ( 3), 88~92. 
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ユユース 14 ( 4) , 58~63. 

10) 千葉 茂・永日義明(1964). カラマツ属の育種に関する研究 ( 2) 落葉病，先枯病に対する樹

種間の差異.日林北海道支議 12, 114~ 119. 

11) 出川和市 (196~). カラマツ先粘県被害状況中間報告書とその対策.森林防疫ニュース 11 (8), 

210. 
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制〔伊藤一雄) :カラマツ先枯病に関する文献目録( 1 ).林業薬剤協議員会. 1~7，昭和37年(謄写崩1]).
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54~59; 13 (5). 62~68; 13 (10). 54~63. 

19) 浜 武人 (1962). 長野県下におけるカラマツ先枯病騒動記.森林防疫ユユース 11 (8). 211. 
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238~241. 

24) 原康行(1962). 岩手県内カラマツ先枯病現地研究会に参加して.林業と薬剤1 3. 16~18. 
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33) 五十嵐恒夫・高岡 恭 (1963). 同 上 cxn 2 年間連続散布による効果について.日林北海道

支講 12. 97~98. 
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